
い
る
。普
及
啓
発
活
動
と
し
て
調
査
・
情
報

収
集
、研
修
会
の
開
催
、周
知
・
広
報
を
予
定

し
て
い
る
。決
定
し
て
い
る
広
報
と
し
て
は
、

東
京
都
病
院
協
会
会
報
へ
の
チ
ラ
シ
同
封
、

日
本
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
の
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へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、東
精
協

事
務
長
会
（
東
京
精
神
科
病
院
協
会
主
催
）、

病
院
管
理
講
習
会
（
東
京
都
医
師
会
主
催
）、

看
護
管
理
者
連
絡
会
議
（
東
京
都
福
祉
保
健

局
医
療
政
策
部
主
催
）、
看
護
管
理
者
・
教
育

責
任
者
交
流
会
（
東
京
都
看
護
協
会
主
催
）、

産
科
・
新
生
児
科
合
同
連
絡
会
（
東
京
都
福

祉
保
健
局
医
療
政
策
部
主
催
）
の
予
定
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　
来
年
度
は
二
月
ま
で
に
三
十
の
病
院
及
び

診
療
所
の
募
集
を
予
定
し
て
お
り
、
年
間
一

千
万
円
の
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
る
予
定
で

あ
る
。随
時
相
談
で
は
、
離
職
率
改
善
の
た
め

の
医
療
従
事
者
の
働
き
方
・
休
み
方
、
多
職

種
の
役
割
分
担
・
連
携
、
医
師
事
務
看
護
業

務
補
助
者
の
導
入
、勤
務
シ
フ
ト
の
工
夫
、短

時
間
正
職
員
の
導
入
、休
暇
取
得
促
進
、子
育

て
中
・
介
護
中
の
者
に
対
す
る
残
業
免
除
、

院
内
保
育
所
・
休
息
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
整
備
、

患
者
か
ら
の
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
組

織
的
対
応
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
な
ど
を
相
談
内
容
と
し
て
想
定
し
て

　
東
京
都
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
が
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
に
設
置
さ

れ
運
営
が
開
始
さ
れ
た
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
）。セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
経
緯

は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
に
成
立
し
た
医
療

介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
よ
っ
て
「
医
療
従

事
者
の
勤
務
環
境
改
善
」
等
に
関
す
る
事
項

（
医
療
法
改
正
）
が
盛
り
込
ま
れ
た
た
め
で
あ

る
。こ
の
医
療
法
改
正
（
医
療
法
第
三
十
条
の

十
三
、別
表
参
照
）に
よ
り
、医
療
機
関（
病
院

及
び
診
療
所
）
の
管
理
者
は
、「
医
療
従
事
者

の
勤
務
環
境
の
改
善
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
た
。同

時
に
都
道
府
県
は
、「
医
療
従
事
者
の
勤
務
環

境
の
改
善
に
関
す
る
相
談
、
情
報
の
提
供
及

び
助
言
等
の
援
助
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の

勤
務
環
境
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
支
援
に

関
す
る
事
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
な
っ
た（
医
療
法
第
三
十
条

の
十
五
、別
表
参
照
）。

　
医
療
機
関
の
管
理
者
は
、
勤
務
環
境
改
善

の
努
力
に
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
無
料
で
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。十
月
二
十
七
日
に
第
一
回
の
運
営
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
東
京
都
医
師
会
理
事
・
東

京
都
看
護
協
会
常
務
理
事
・
東
京
都
病
院
協

会
理
事（
私
が
、
代
表
と
し
て
運
営
協
議
会
委

員
を
拝
命
）・
東
京
都
精
神
科
病
院
協
会
理

事
・
日
本
医
療
法
人
協
会
東
京
都
支
部
長
・

東
京
都
社
会
保
険
労
務
士
会
代
表
・
日
本
医

業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
東
京
都
支
部

理
事
・
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
労
働
時
間

課
長
・
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医

療
改
革
推
進
担
当
部
長
、
計
九
名
の
委
員
が

公
表
さ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療

政
策
部
医
療
人
材
課
に
設
置
さ
れ
る
が
、
通

常
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
は
都
の
委
託
に
よ
り
日

本
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
内
（
千

代
田
区
三
番
町
九
番
十
五
号
ホ
ス
ピ
タ
ル
プ

ラ
ザ
ビ
ル
五
階
）に
お
か
れ
る
。

　
業
務
内
容
は
大
き
く
分
け
、（
一
）
専
門
家

に
よ
る
相
談
支
援
お
よ
び（
二
）普
及
啓
発
活

動
に
分
け
ら
れ
る
。相
談
支
援
は
、
労
務
管
理

面
に
関
し
て
は
医
療
労
務
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー（
二
名
の
社
会
保
険
労
務
士
を
配
置
）に

よ
っ
て
、
医
業
経
営
面
に
関
し
て
は
医
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
一
名
の
医
業
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
。ま
た
、
相
談
支
援
を
さ
ら
に
導
入
支
援

（
訪
問
支
援
）
と
随
時
相
談
（
電
話
相
談
・
来

所
相
談
、
原
則
と
し
て
平
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
、

03-6272-9345

）
に
分
け
て
業
務
を
と
り
お

こ
な
う
。

　
導
入
支
援
は
、
募
集
制
と
し
て
希
望
す
る

医
療
機
関
を
毎
年
募
集
す
る
。今
年
度
（
平
成

二
十
六
年
十
一
月
か
ら
平
成
二
十
七
年
三

月
：
通
常
支
援
期
間
は
お
お
む
ね
一
年
間
）

は
す
で
に
十
二
医
療
機
関
に
決
定
し
て
お

り
、残
業
・
離
職
問
題
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
・

院
内
保
育
・
組
織
力
の
醸
成
な
ど
の
課
題
に

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

　
　
東
京
さ
く
ら
病
院
　
院
長
　
東
海
林
　
豊

東
京
都
医
療
勤
務
環
境
改
善

　
　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

4　第二項の規定による委託を受けた者若しくはその役員若しくは職員又はこれらの者
であった者は、正当な理由がなく、当該委託に係る事務に関して知り得た秘密を漏らして
はならない。
第三十条の十六　国は、前条第一項各号に掲げる事務の適切な実施に資するため、都道府
県に対し、必要な情報の提供その他の協力を行うものとする。

3　都道府県は又は前項の規定による委託を受けたものは、第一項各号に掲げる事務又は
当該委託に係る事務を実施するに当たり、医療従事者の勤務環境の改善を促進するための
拠点としての機能の確保に努めるものとする。

2　都道府県は、前項各号に掲げる事務の全部又は一部を厚生労働省令で定める者に委託
することができる。

三　前二号に掲げるもののほか、医療従事者の勤務環境の改善のために必要な
　　支援を行うこと。

二　病院又は診療所に勤務する医療従事者の勤務環境の改善に関する調査及び
　　啓発活動を行うこと。

一　病院又は診療所に勤務する医療従事者の勤務環境の改善に関する相談に応じ、
　　必要な情報の提供、助言その他の援助を行うこと。

第三十条の十五　都道府県は、医療従事者の勤務環境の改善を促進するため、次に掲げる
事務を実施するよう努めるものとする。

第三十条の十四　厚生労働大臣は、前条の規定に基づき病院又は診療所の管理者が講ず
べき措置に関して、その適切かつ有効な実施を図るための指針となるべき事項を定め、
これを公表するものとする。

第三十条の十三　病院又は診療所の管理者は、当該病院又は診療所に勤務する医療従事者
の勤務環境の改善その他の医療従事者の確保に資する措置を講ずるよう努めなければ
ならない。

第四節　医療従事者の確保等に関する施策等
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勤
務
環
境
の
改
善
を
何
か
ら
取
り
組
ん
で

い
い
か
わ
か
ら
な
い
医
療
機
関
は
、
全
国
で

行
わ
れ
て
良
好
事
例
を
基
に
作
成
さ
れ
た
勤

務
環
境
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
簡
易
版
）

が
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
さ

れ
て
職
場
の
良
好
点
・
改
善
で
き
る
点
を
把

握
し
、
セ
ン
タ
ー
の
相
談
に
臨
ん
で
頂
け
る

と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
迅
速
に
立
て
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
管
理

者
用
と
一
般
用
が
あ
り
、勤
務
時
間
と
休
息
・

休
日
・
休
暇
、職
員
の
健
康
支
援
、勤
務
環
境

の
改
善
、業
務
手
順
・
ス
ト
レ
ス
軽
減
、気
持

ち
の
良
い
仕
事
の
進
め
方
、
活
躍
で
き
る
職

場
の
仕
組
み
の
Ａ
〜
Ｆ
の
項
目
に
分
か
れ
て

い
る
。対
策
を
取
り
上
げ
た
い
項
目
と
優
先

し
て
取
り
上
げ
る
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

も
ら
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
な
げ
て
い

く
様
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
来
の
セ
ン
タ
ー
事
業
と
合
わ
せ
て
、
東

京
都
は
各
種
補
助
制
度
・
支
援
制
度
を
活
用

す
る
方
針
で
あ
る
。医
師
勤
務
環
境
改
善
事

業
、
東
京
都
看
護
職
員
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
支
援
事
業
、
東
京
都
委
託
事
業
に
よ
る

東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
の
「
看
護
師
等
就
業

協
力
員
」の
個
別
訪
問（
二
百
床
未
満
の
病
院

が
対
象
）
等
が
あ
る
の
で
詳
細
は
東
京
都
に

問
い
合
わ
せ
頂
き
た
い
。

　

セ
ン
タ
ー
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
随
時
提
供
し
て
い

る
。

《
掲
載
場
所
》

福
祉
保
健
局
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
医
療
・
保
健

↓
そ
の
他
の
医
療
対
策
↓
東
京
都
医
療
勤
務

環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

http://www.fukushihoken.m
etro.tok

yo.jp/iryo/sonota/kinm
ukankyokaize

n.htm
l

は
じ
め
に

　

と
う
と
う
日
本
が
世
界
一
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
！
東
京
が
「
自
然
災
害
リ
ス
ク
の

高
い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
世
界
第
一
位
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

 

今
、
災
害
と
い
う
と
誰
も
が「
地
震
」を
思

い
浮
か
べ
ま
す
。近
年
起
こ
っ
た
大
災
害
も

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
と
続

き
ま
し
た
の
で
、
災
害
と
い
う
と
す
ぐ
に
地

震
災
害
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
方
が
多

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
首
都
東

京
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
は
地
震
だ
け
で
は
有

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
十
六
年
は
広
島
県
広
島
市
で
八
月

に
発
生
し
た
豪
雨
の
土
砂
崩
れ
に
よ
り
六
十

五
名
も
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。平
成

二
十
五
年
十
月
台
風
二
十
六
号
で
は
東
京
都

伊
豆
大
島
で
三
日
間
の
総
降
水
量
が
八
百
二

十
四
ミ
リ
を
記
録
し
、
三
十
九
名
の
犠
牲
者

を
出
し
ま
し
た
。各
地
で
水
災
害
が
多
発
し

て
い
る
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
大
水
害
の
リ

ス
ク
は
地
球
規
模
の
温
暖
化
が
気
候
変
動
を

招
き
、
気
象
現
象
を
極
端
化
さ
せ
て
い
る
た

め
、
増
大
し
て
い
ま
す
。「
首
都
水
没
」は
迫
っ

て
い
る
の
で
す
。こ
の
こ
と
を
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
文
春
新
書「
首
都
水
没
」を

纏
め
ま
し
た
。

利
根
川
の
東
遷
事
業
が
　

　
　
　
　
　
東
京
を
危
険
都
市
に
し
た

　　

江
戸
時
代
以
前
の
利
根
川
は
武
蔵
国
を
縦

断
し
、江
戸
湾
に
注
い
で
い
ま
し
た
。ま
た
、渡

良
瀬
川
も
最
下
流
で
は
太
日
川（
江
戸
川
）と

呼
ば
れ
江
戸
湾
に
注
い
で
い
た
河
川
で
す
。

　

一
五
九
〇
年（
天
生
十
八
年
）に
江
戸
に
入

府
し
た
徳
川
家
康
は
、
江
戸
に
安
全
で
安
定

的
な
内
船
舟
運
路
を
確
保
す
る
た
め
、
大
規

模
な
河
川
改
修
に
着
手
し
ま
し
た
。そ
れ
が

「
首
都
水
没
」が
迫
っ
て
い
る
！

（
公
財
）え
ど
が
わ
環
境
財
団
理
事
長
　
土
屋
信
行
氏

　

先
般
、急
性
期
医
療
委
員
会
で
、最
近
頻
発
し
て
い

る
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
水
の
災
害
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
。万
が
一
、
東
京
に
広
島
市
や
伊
豆
大
島
の

よ
う
な
豪
雨
や
台
風
が
襲
っ
て
来
た
ら
ど
の
よ
う
な

対
応
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。東
京
の
水
害
対

策
は
万
全
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

昨
今
、
話
題
の
著
書「
首
都
水
没（
文
春
新
書
）」の

執
筆
者
で
あ
る
土
屋
信
行
氏
に
た
ず
ね
て
見
ま
し
た
。土
屋
信
行
氏
は
、
東
京
都
建
設
局
に
勤

務
し
て
、数
々
の
土
木
建
設
工
事
に
従
事
し
て
来
ら
れ
、特
に
災
害
対
策
で
は
、ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
の
洪
水
の
安
全
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
世
界
都
市
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
す
る
な
ど
現
在
も
幅
広
く
災
害
対
策
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

利
根
川
の
東
遷
事
業
で
す
。こ
の
事
業
は
一

五
九
四
年
（
文
禄
三
年
）
会
の
川
を
締
め
切

り
、
利
根
川
の
川
筋
を
東
に
移
し
て
渡
良
瀬

川
に
合
流
さ
せ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
そ
の

後
渡
良
瀬
川
と
鬼
怒
川
を
結
ぶ
水
路
を
新
た

に
開
削
し
、
一
六
五
四
年（
承
応
三
年
）に
は

利
根
川
が
鬼
怒
川
と
合
流
し
、
銚
子
に
注
ぐ

大
河
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
事
業
に
よ
り
渡

良
瀬
川
の
川
筋
も
変
わ
り
、
そ
の
下
流
部
で

あ
っ
た
太
日
川（
ふ
と
い
が
わ
）が
江
戸
川
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。こ
の
事

業
に
よ
り
江
戸
の
町
と
太
平
洋
が
河
川
で
結

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
銚
子
か
ら
の
舟
運
が

発
達
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
河
川
の
付
け
替
え
が
、
こ
の
後

関
東
地
方
に
数
々
の
洪
水
の
歴
史
を
重
ね
る

こ
と
と
な
っ
た
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。水
は
絶
え
ず
低
い
場
所
を
探
す
よ
う
に

流
れ
ま
す
。土
を
盛
り
上
げ
、
土
手
を
築
き
河

川
を
付
け
替
え
て
も
、
一
旦
洪
水
が
起
こ
れ

ば
、
水
は
昔
流
れ
て
い
た
川
筋
に
従
っ
て
流

れ
る
の
で
す
。い
わ
ゆ
る
「
河
川
の
先
祖
返

り
」
で
す
。も
と
も
と
流
れ
て
い
た
川
筋
に
従

い
流
れ
下
る
た
め
、
洪
水
を
引
き
起
こ
す
こ

と
に
な
る
の
で
す
。そ
の
た
め
江
戸
の
町
は

度
々
大
き
な
水
害
の
被
害
を
受
け
て
き
ま
し

た
。い
ち
ば
ん
洪
水
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
築

か
れ
た
の
が
江
戸
の
町
で
す
。自
然
地
形
に

手
を
加
え
た
こ
と
が
洪
水
に
対
す
る
脆
弱
性

を
増
し
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
す
。

東
京
は
洪
水
常
襲
地
帯
だ
っ
た

一
、明
治
四
十
三
年
の
大
洪
水
と
荒
川
放
水
路

　

明
治
維
新
を
迎
え
て
お
雇
い
外
人
を
迎

え
、
治
水
対
策
を
進
め
ま
し
た
が
洪
水
は
治

ま
ら
ず
、
む
し
ろ
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
深

刻
化
し
て
い
き
ま
し
た
。特
に
明
治
四
十
三

（
一
九
一
〇
）
年
に
東
京
を
襲
っ
た
大
洪
水

は
、
東
部
の
低
地
帯
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

　

明
治
四
十
三
年
八
月
八
日
〜
十
日
に
か
け

て
秩
父
地
域
を
中
心
に
三
百
〜
四
百
ミ
リ
の

豪
雨
が
降
り
、い
た
る
と
こ
ろ
の
河
川
が
増
水

し
、
荒
川
筋
の
数
十
ヵ
所
で
堤
防
が
決
壊
、
東

京
の
下
町
は
泥
の
海
と
化
し
た
の
で
す
。水
が

引
く
の
に
二
週
間
か
か
り
、浸
水
家
屋
二
十
七

万
戸
、
被
災
者
百
五
十
万
人
、
被
災
総
額
は
当

時
の
国
民
総
所
得
の
お
よ
そ
四
・
二
％
に
あ

た
る
一
億
二
千
万
円
に
達
し
た
の
で
す
。

二
、大
正
六
年
の
大
海
嘯（
大
津
波
）

　

大
正
に
入
っ
て
も
洪
水
は
収
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
九
月
三
十

日
に
静
岡
県
沼
津
市
に
上
陸
し
た
台
風
は
、

東
京
湾
接
近
時
に
、
折
し
も
満
潮
の
時
刻
と

重
な
り
、高
潮
が
発
生
、東
京
湾
沿
岸
に
大
き

な
津
波
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。葛
西

村（
江
戸
川
区
）で
は
二
百
四
十
八
人
の
死
者

を
数
え
、
全
国
で
は
千
三
百
二
十
四
名
も
の

命
が
失
わ
れ
た
の
で
す
。

　

千
葉
県
浦
安
町
で
は
全
町
が
水
没
し
、
塩

田
が
完
全
に
崩
壊
、
江
戸
時
代
よ
り
営
ま
れ

て
き
た
製
塩
業
の
歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
、カ
ス
リ
ー
ン
台
風

　

昭
和
に
入
っ
て
も
台
風
に
よ
る
大
き
な
被

害
は
続
き
ま
し
た
。カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
昭

和
二
十
二（
一
九
四
七
）年
九
月
八
日
未
明
に

マ
リ
ア
ナ
諸
島
東
方
に
お
い
て
発
生
、
次
第

に
勢
力
を
増
し
な
が
ら
、
十
五
日
未
明
に
紀

伊
半
島
沖
の
南
で
進
路
を
北
東
に
変
え
、
遠

州
灘
の
沖
を
通
過
し
、
同
日
夜
半
に
房
総
半

島
南
端
を
か
す
め
、
十
六
日
に
は
三
陸
沖
か

ら
北
東
に
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。台
風
本
体

【
特
別
寄
稿
】
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の
勢
力
は
本
州
に
近
づ
い
た
時
に
は
弱
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
台
風
接
近
時
の
日
本
列
島

に
は
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
て
お
り
、
そ
こ
に

台
風
に
よ
る
南
か
ら
の
湿
っ
た
空
気
が
流
れ

込
み
前
線
が
活
発
化
、
十
四
〜
十
五
日
に
か

け
て
大
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。利
根
川
が
決

壊
し
、
埼
玉
県
や
東
京
都
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
台
風
に
よ
り
利
根
川
の
上
流
の
水
源

地
域
一
帯
で
は
、
六
百
ミ
リ
も
の
降
雨
が
あ

り
、い
た
る
と
こ
ろ
で
河
川
は
氾
濫
、十
六
日

未
明
に
埼
玉
県
東
村
（
現
在
の
加
須
市
付
近
）

の
利
根
川
右
岸
で
三
百
四
十
メ
ー
ト
ル
に

渡
っ
て
決
壊
し
ま
し
た
。濁
流
は
南
に
向
い
、

元
荒
川
と
の
間
の
埼
玉
県
の
市
や
町
を
飲
み

込
み
、
東
京
都
の
葛
飾
区
か
ら
江
戸
川
区
ま

で
水
没
し
た
の
で
す
。こ
の
台
風
に
よ
る
死

者
行
方
不
明
者
は
千
九
百
三
十
人
を
数
え
、

被
災
者
も
四
十
万
人
を
超
え
ま
し
た
。戦
後

間
も
な
い
関
東
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

東
京
東
部
地
域
の
さ
ら
な
る
悲
劇

　̶
 

地
盤
沈
下 ̶

　
埼
玉
県
東
南
部
及
び
東
京
都
東
部
か
ら
九

十
九
里
浜
に
か
け
て
、
そ
の
地
下
に
日
本
最

大
の
水
溶
性
天
然
ガ
ス
田
、
南
関
東
ガ
ス
田

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。水
溶
性
ガ
ス
と
は
地

下
水
に
溶
解
し
て
い
ま
す
が
、
地
表
面
で
は

圧
力
が
解
放
さ
れ
水
か
ら
分
離
し
気
体
に
な

る
ガ
ス
の
こ
と
で
、
主
成
分
は
都
市
ガ
ス
と

同
じ
メ
タ
ン
ガ
ス
で
す
。

　
東
京
の
東
部
地
域
で
は
明
治
末
期
か
ら
地

盤
沈
下
が
始
ま
り
、
戦
後
高
度
経
済
成
長
期

の
工
業
の
発
展
に
伴
い
、
工
業
用
水
と
し
て

の
地
下
水
の
汲
み
上
げ
、
天
然
ガ
ス
の
利
用

が
増
大
し
著
し
い
地
盤
沈
下
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。江
戸
川
区
の
中
葛
西
で

二
・
三
五
メ
ー
ト
ル
、
江
東
区
の
南
砂
で
は

な
ん
と
四
・
五
七
メ
ー
ト
ル
も
沈
下
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
七（
一
九
七
二
）年
に
水
溶
性
天

然
ガ
ス
の
採
取
を
全
面
禁
止
し
、
昭
和
五
十

（
一
九
七
五
）
年
か
ら
は
工
業
用
水
と
し
て
の

地
下
水
の
汲
み
上
げ
も
全
面
禁
止
し
た
た
め

地
盤
沈
下
は
終
息
し
ま
し
た
が
、
こ
の
地
盤

沈
下
に
よ
り
、
東
京
東
部
地
域
は「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
ポ
ン
プ
施
設

　
周
囲
を
堤
防
で
守
ら
れ
て
い
る
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
い
わ
ゆ
る
洗

面
器
と
同
じ
で
す
。も
し
大
雨
が
降

り
、
そ
の
雨
水
を
排
除
出
来
な
け
れ

ば
、
途
端
に
水
が
溜
ま
り
浸
水
し
て

し
ま
う
の
で
す
。ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
で
は
、ポ
ン
プ
場
や
排
水
機
場
が
、

陸
地
に
溜
ま
る
水
を
吐
き
出
す
こ
と

に
よ
り
、
内
水
氾
濫
を
抑
止
し
て
い

る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
ポ
ン
プ
施
設
も
時
間
五

十
ミ
リ
の
雨
水
を
排
水
す
る
能
力
し
か
有
り

ま
せ
ん
。堤
防
を
超
え
る
洪
水
や
破
堤
に
よ

る
洪
水
、い
わ
ゆ
る
外
水
氾
濫
や
、最
近
頻
発

す
る
五
十
ミ
リ
以
上
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
は
対

応
す
る
機
能
や
能
力
は
無
い
の
で
す
。堤
防

が
破
堤
し
て
起
こ
る
外
水
氾
濫
に
よ
り
水
没

し
て
し
ま
う
ポ
ン
プ
施
設
も
多
く
、
一
旦
水

没
し
て
し
ま
う
と
排
水
す
る
に
は
、
二
週
間

以
上
も
掛
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
け
る
危
険
性

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
影
響

は
、豪
雨
、干
ば
つ
、大
雪
、竜
巻
、台
風
や
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
大
型
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
猛
暑
、
熱

波
、寒
波
な
ど
、ど
ん
ど
ん
極
端
な
気
象
現
象

と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。日
本
の
水
環
境

は
大
き
く
変
化
す
る
中
で
洪
水
の
危
険
性
も

時
々
刻
々
と
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の

東
京
は
網
の
目
の
よ
う
に
地
下
鉄
網
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。一
番
深
い
と
こ
ろ
に

大
江
戸
線
が
有
り
全
て
の
地
下
鉄
路
線
と
接

続
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
大
変
便
利

な
の
で
す
が
、
一
旦
洪
水
が
発
生
す
る
と
こ

の
地
下
鉄
網
を
通
じ
て
浸
水
被
害
が
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。さ
ら
に
地
下
街
や
、

共
同
溝
の
存
在
も
危
険
性
を
増
し
て
い
る
の

で
す
。

　
さ
ら
に
地
盤
沈
下
が
進
行
し
て
い
く
の
に

対
応
し
て
荒
川
や
隅
田
川
、
江
戸
川
の
堤
防

が
嵩
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。カ
ミ
ソ
リ
護
岸
の

出
現
で
す
。本
来
で
あ
れ
ば
堤
防
を
高
く
す

る
に
は
堤
防
の
幅
を
広
く
し
た
上
で
盛
り
土

を
行
い
ま
す
。し
か
し
都
市
化
が
進
ん
だ
東

京
で
は
、
堤
防
の
補
強
の
た
め
に
用
地
の
買

収
が
不
可
能
な
ま
で
に
人
々
が
暮
ら
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。高
さ
だ
け
を
高
く
し
た
堤
防

は
厚
さ
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
堤
防
が
大
地
震
を
受
け
る
と
破

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。平
成
七
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
の
際
に
淀
川
の
堤
防
が
全
面
的

に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
時
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
る
と
、
海
面
の
高
さ
よ
り
も
低
い
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
東
京
で
は
、
直
ち
に
海
の

水
が
浸
入
し
て
き
て
大
洪
水
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。雨
が
降
ら
な
く
て
も
起
こ
る
「
地

震
洪
水
」
で
す
。東
京
湾
の
こ
の
地
域
に
住
む

人
は
約
百
八
十
万
人
も
い
る
の
で
す
。一
年

中
三
六
五
日
が
洪
水
の
危
険
性
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

も
う
洪
水
は
起
ら
な
い
の
か
？

　
昭
和
二
十
二（
一
九
四
七
）年
の
カ
ス
リ
ー

ン
台
風
以
来
、
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
き
な

洪
水
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。こ
の
こ
と
か

ら
「
洪
水
な
ん
て
こ
な
い
。充
分
に
治
水
事
業

を
行
っ
た
の
で
も
う
大
丈
夫
だ
。」
と
言
う
人

が
い
ま
す
。本
当
に
も
う
洪
水
は
起
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
以
来
大
き
な
洪
水
が
発

生
し
て
い
な
い
の
は
、
実
は
こ
の
六
十
年
間

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
を
超
え
る
台
風
が
関
東
地

方
を
襲
っ
て
な
い
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
で

す
。こ
れ
ま
で
現
実
に
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
ク

ラ
ス
の
台
風
は
い
く
つ
も
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
た
ま
た
ま
関
東
地
方
を
通
過
し
な
か
っ

た
だ
け
な
の
で
す
。

　
関
東
平
野
を
流
れ
る
河
川
の
治
水
対
策

は
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
雨
量
に
基
づ
き

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。も
し
当
時
と
同
じ
流

域
に
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
を
超
え
る
降
雨
が
あ

れ
ば
、
堤
防
か
ら
の
越
水
や
決
壊
に
よ
る
洪

水
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
断
言
で
き

ま
す
。現
実
に
平
成
十
六（
二
〇
〇
四
）年
に

ゼロメートル地帯の標高（東京都建設局）
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兵
庫
県
の
円
山
川
で
は
、
過
去
最
大
の
伊
勢

湾
台
風
の
時
の
降
雨
に
よ
り
定
め
た
計
画
高

水
位
を
わ
ず
か
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超
え

た
だ
け
で
、
堤
防
が
決
壊
し
大
洪
水
の
被
害

を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
左
記
の
図
は
一
九
五
一
年
か
ら
こ
れ
ま
で

の
台
風
の
経
路
を
重
ね
て
表
わ
し
た
図
で

す
。こ
れ
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
が
、
台
風

と
は
北
緯
五
度
か
ら
四
十
五
度
ま
で
と
東
経

百
度
か
ら
百
八
十
度
ま
で
の
間
で
し
か
発
生

せ
ず
、
通
過
し
な
い
極
め
て
限
定
的
は
エ
リ

ア
で
の
気
象
現
象
な
の
で
す
。逆
に
い
え
ば

こ
こ
に
位
置
す
る
日
本
と
い
う
国
に
は
必
ず

台
風
が
襲
来
す
る
の
で
す
。そ
れ
故
に
そ
れ

に
備
え
る
こ
と
は
当
然
な
こ
と
と
思
い
ま
せ

ん
か
。

「
水
害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
と
多
く
の
方
は
地
震
に
対

す
る
備
え
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。多
く
の
企
業
や
個
人
が
東
日
本

大
震
災
の
後
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
に
多
く
の
努

力
を
し
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か
し

地
震
対
策
と
洪
水
対
策
と
は
根
本
的
に
異
な

り
ま
す
。「
全
く
違
う
」と
い
え
ま
す
。地
震
対

策
で
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
洪
水
対
策
で
は

役
に
立
た
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
地
震
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
食
料
の
備
蓄

倉
庫
を
備
え
、非
常
用
電
源
を
用
意
し
、帰
宅

困
難
者
対
策
と
し
て
毛
布
や
ラ
ン
タ
ン
、
寝

袋
ま
で
き
ち
ん
と
準
備
し
た
う
え
で
、
今
一

度
準
備
し
た
床
の
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
ら
は
地
下
室
に
お
い

て
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
こ
は
東
京
湾
の
水
面
よ
り
も
高
い
位
置

に
あ
り
ま
す
か
？

　
満
潮
よ
り
も
高
い
高
さ
に
な
っ
て
い
ま
す

か
？

　
高
潮
が
来
て
も
水
没
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　
あ
な
た
の
い
る
場
所
は
も
し
洪
水
に
な
っ

た
ら
何
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
が
あ
る
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
来
た
ら
何
メ
ー
ト
ル
水
が

上
が
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
東
京
電
力
の
受
電
設
備
は
地
下
に
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
地
下
室
の
扉
は
内
開
き
で
す
か
外
開
き
で

す
か
？

　
水
の
中
に
孤
立
し
た
ら
外
部
の
通
信
手
段

を
確
保
し
て
い
ま
す
か
？

　
そ
こ
に
二
週
間
籠
城
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
か
？

　
そ
の
時
、
あ
な
た
は
生
き
抜
く
こ
と
が
で

き
ま
す
か
？

　
あ
な
た
は
、
住
む
場
と
職
場
を
守
れ
ま
す

か
？

　
あ
な
た
は
、家
族
を
守
れ
ま
す
か
？

災
害
を
文
化
に
す
る
！

　
技
術
の
進
歩
は
や
や
も
す
る
と
自
然
を
克

服
す
る
こ
と
と
、
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。自
然
の
あ
り
方
を
優

先
す
る
よ
り
は
、
科
学
技
術
に
よ
り
自
然
は

組
み
伏
せ
ら
れ
る
と
も
考
え
て
き
た
の
で

す
。そ
れ
に
引
き
換
え
江
戸
時
代
ま
で
は
、
水

害
と
は
絶
対
に
克
服
で
き
な
い
自
然
現
象
と

捉
え
、暴
れ
る
川
に
従
い
、大
自
然
の
な
す
が

ま
ま
に
寄
り
添
い
、
台
風
が
襲
来
す
る
ま
で

に
収
穫
で
き
る
稲
の
開
発
や
観
天
望
気
を
、

誰
も
が
共
有
で
き
る「
歳
時
記
」と
し
て
編
纂

し
て
き
た
の
で
す
。先
人
の
知
恵
、
生
活
の
知

恵
と
し
て
伝
統
の
中
に
継
承
し
て
き
た
の
で

す
。し
か
し
こ
れ
ら
の
生
活
の
知
恵
は
近
代

化
、
経
済
発
展
の
名
の
下
に
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
一
見
、非
科
学
的
、非
近
代
的

と
片
隅
の
ほ
う
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
根
拠
が
あ
り
、

生
活
習
慣
、農
業
、林
業
、漁
業
と
の
共
生
を
目

指
す「
文
化
」そ
の
も
の
で
あ
り
、地
域
に
と
っ

て
の
「
安
全
な
言
い
伝
え
」「
危
険
な
言
い
伝

え
」
情
報
な
の
で
す
。こ
れ
ら
は
「
災
害
文
化
」

と
も
言
え
る
も
の
で
、こ
れ
か
ら
も
後
生
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
な
の
で
す
。

　「
防
災
」と
は「
災
害
を
防
ぐ
」と
い
う
考
え

方
で
す
が
、
襲
っ
て
く
る
か
ら
防
ぐ
と
い
う

の
で
は
な
く
、洪
水
を
味
方
に
つ
け
、洪
水
と

共
に
生
き
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先
の
生
き
方

に
習
い
、将
来
の
子
々
孫
々
に
、日
本
独
自
の

「
地
域
文
化
」と
し
て
の「
災
害
文
化
」を
継
承

す
る
こ
と
が
、「
平
成
と
い
う
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
務
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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